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近代文化研究所所員勉強会（平成27年度）要旨
第1回 平成27年6月10日
「韓国における日本近現代文学の受容の現況」
元，本学日本語日本文学科客員教授 金 容安
韓国の大学における日本近現代文学の受容の現況を，韓国の大学の現実，文学研究者の研究の現況，日本語
関連学科の学生の受容様相を中心に探ってみる。
韓国の大学は昨今，歴史上，類のない試練と逆境と危機に立たされている。
急激な少子化現象による大学進学適齢者の激減に加え，厳しい就職難による若者の無職者の増加が社会の問題
になっている。そのため，多くの大学が競って就職に有利な学科への改編を余儀なくされ，学問で競争するので
はなく，就職率で争うのが現在の大学の悲しい自画像にもなっているのである。
その中で一番の危険に晒されているのが哲学，歴史，文学，外国語関連の所謂，人文学である。特に日本語関
連学科は， 韓日間の政治的不調和や放射能汚染の問題など，度重なる難問に見舞われ，過酷な状況下にある。
一方，この状態が続くと，人文学は壊滅してしまうとの懸念の声が高まり，人文学を考え直す動きが一部で行
なわれているのは，歓迎すべきことである。
また，この厳しい現実の中でも，子供時代に，日本の漫画やアニメドラマなどに魅了されて育った一部の学
生が日本語を専攻して学びたい一心で入学してきており，さらに日本文学が好きでそれにのめり込みたいという
大学院生がわずかながら存在するのも一筋の希望である。まさにこれが，試練の中でも文学専攻者が頑張らなけ
ればならない理由になっている。
次に，韓国での日本文学の研究現況であるが，韓国には日本関連の学会が30以上あるとされ，そのうち韓国
研究財団（日本の学術振興会にあたる）から認定されている，いわゆる登載誌は18種あるとみられる。
韓国日語日文学の研究雑誌「日語日文学研究」の2004年48号から2014年91号までの11年間44冊の論文を
対象に最近の研究動向をまとめると，総論文数は832本（文学語学日本学の3分野の中で語学関係の論文は除外）
で，うち日本近現代文学の論文数は302本で全体の36％を占めている。
明治時代の文学は予想外に多く52本で，日本近現代文学の論文の数の17％を占めている。多くの研究者が
依然，日本近現代文学の根幹である近代文学に関心を持っているのは望ましい。
作家別では予想通り，芥川龍之介関連の論文が32本と最も多く，10.6％を占めている。研究の初創期の70
年代末から2005年までの間，不動の1位を占めていた夏目漱石関連の研究が18本しかないのは，研究にも変化
が起っていることを示す特徴と言ってよい。2005年あたりを境として，芥川作品の研究が1位を占め続けてい
る理由としては，さすがの天才作家らしく名作が多く，読者に考えさせる力があり，読み方によって立体的な解
釈が可能となる余地のある作品が多いことが考えられる。
その他，在日文学17，北村透谷16，大江健三郎14，志賀直哉13，太宰治12，横光利一12，谷崎潤一郎10，
川端康成9，村上春樹8，島崎藤村7，遠藤周作7の順になっている。森外や宮沢賢治といった日本では研究
者の多い作家が上位に入っていないのが，目立つ特徴である。
日本文学を専攻している学生は，日本近代現代小説の中でも，おもしろいもの，奇抜で斬新な素材のもの，
どんでん返しのあるもの，プロットと文体が素敵なもの，読者にいろいろ考えさせるもの，目から鱗が落ちるよ
うなものなどを好んでいることが，講座終了後のアンケート調査で分かった。
次に，アンケートにみる学生の受容様相について述べる。
例えば三島由紀夫の『金閣寺』の母の猟奇的な不倫の場面には「作者の文学的な驚くべき手際が遺憾なく発揮
された内容に体中，戦慄を覚えた」，「小説の内容は汚すぎるが，小説としては崇高な品格が感じられ，逆説を経
験させる内容であった」，「作家の独特な美的な観念の世界が知りたくなった」，「鳥肌が立った。これは人間の語
彙と言うより，魔力による創造に近いと思った」との感想があった。
安部公房の『赤い繭』には，「この小説には，何か絶対共感できるものがある。今までどうしても満たされな
い自分の空虚感を，この作家に見破られたような気がしてぞくぞくする気持である」，「文学がどんなに偉大なの
か，小説家はどんなに偉い存在なのかが改めて分かった」との意見があった。紙幅の都合ですべてを紹介できな
いが，人間の魂に木霊する美学，哲学，ひらめきなどが埋蔵されている，まるで巨大な鉱山のような日本の近
現代小説の世界との出会いが学生に強いインパクトを与えたのは確かである。
豊かな文学世界が存在していても，それを発掘して利用しなければ，もともとなかったことと同じである。い
つも知識に飢えている学生の世界と，その渇きを満たしてくれる近現代文学の世界とを結びつける忠実な案内
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者が文学担当の教師の役割である。
小説を読むべき学生と小説の世界を結びつける，つまり需要と供給の世界の結びつけをいかに旨くなすかが，
過酷な現実の中で文学教育に携わっている大学教員の課題であると考えている。
第2回 平成27年7月17日
「世田谷区役所区民会館の歴史的意義と再生の可能性」
鹿児島大学大学院理工学研究科建築学専攻教授 鰺坂 徹
1.ルコルビュジエのもとへ
明治38年に新潟で生まれ，震災と大戦を体験し，日本の高度成長期に建築をつくり続けた建築家である前川
國男は，東京帝国大学に入学後，前川は，夜学に通いフランス語を独学で学んでいた。雑誌でルコルビュジエ
（18871965）の作品を知り，驚いたと記しているが，その後，東京大学の岸田日出刀からルコルビュジエの著
作を借りて読み，ルコルビュジエの虜になっていった。
前川國男はルコルビュジエへ入所希望の手紙を書き，ルコルビュジエが前川の伯父とジュネーブで会った
こともあり，ルコルビュジエから許諾の返事が舞い込む。そして，卒業論文 大戦後の近代建築（ルコルビ
ュジエ論）卒業設計 10キロ放送局の提出後，卒業式夜には夜行列車で発ち，1928年4月1日の船で神戸か
ら大連へ渡り，シベリア鉄道経由でパリへ向かった。4月18日にパリセブール街のルコルビュジエのアトリ
エをはじめて訪れる。そこでルコルビュジエと対面した後，車に乗り「ガルシェの家」を見学し，新たな衝撃
を受ける。当時のアトリエは，ピエールジャンヌレ，アルフレッドロート，シャルロットペリアンの3人
程度の小さなアトリエだったが，その後所員の数も増えていった。前川は2年間アトリエで働き，9プロジェク
ト約50枚の図面，「ベゾー邸」（4枚），「カネール邸」（8枚），「セントロソユース」（24枚），「救世軍 浮かぶ
避難所」（3枚），「ベステギのアパート」（1枚），「ルシュール住宅」（3枚），「マンドロー邸」（3枚），「ゴールデン
ベルグ邸」（2枚），「ポルトマイヨ」（2枚）（注1）を残している。また前川がアトリエに在籍していた2年間の
前後数年間には，ヴァイセンホーフジードルンク（1927 シュツットガルト 世界遺産），プラネックス邸（1927
パリ），サヴォア邸（1931 パリ郊外 世界遺産）等々が竣工しておりこれらのアトリエの作品群からも影響を受け
たと推察される。
2.アントニンレーモンドと前川國男
1930年に帰国し，アントニンレーモンド（18881976）の事務所に入所した。アントニンレーモンドはチ
ェコで生まれ，プラハ工科大学で建築を学んだ後，アメリカのフランクロイドライトに師事し1919年に帝
国ホテルの助手として来日した建築家である。前川國男は，レーモンド事務所在職中に落選覚悟で応募した「東
京帝室博物館公開コンペ」（1931）等の設計競技への応募，処女作となった「木村産業研究所」（1932）の実務，
コルビュジエの「今日の装飾芸術」の翻訳まで手がけていた。1935年に独立するまでの5年間，レーモンド事
務所で実務を学んだ。当時のレーモンド事務所では，「アメリカ大使館」（1931 現存せず），「旧藤沢カントリー
楽部クラブハウス」（1931），「聖母女学院」（1932），「東京ゴルフクラブ」（1932 現存せず），コルビュジエから
盗作と非難のあった「夏の家」（1933），「赤星鉄馬邸」（1934），「聖ポール教会」（1934），「東京女子大学礼拝堂お
よび講堂」（1934）等々の作品が竣工していた。
3.前川國男建築設計事務所
太平洋戦争開戦が近づき，日米関係の急激な悪化から，レーモンドは事務所を縮小せざるを得ず，1935年に
前川は，田中誠，崎谷小三郎，寺島幸太郎と共に前川建築事務所を東京銀座に開設する。レンガ造の改造だった
「森永キャンデーストアー銀座売店」等の仕事をするが，1937年には資材統制がはじまり仕事の幅は狭まってい
く。「上海華興商業銀行社宅」や国内では「前川國男自邸」（1942）が竣工した。銀座の事務所を東京大空襲によ
って失い，自邸で戦後の活動を再開する。木造の組立住宅「プレモス」の開発，「紀伊国屋書店」（1947），「慶応
病院」等の木造建築の作品を生みだした。敗戦から5年後の1950年，ようやく，資材統制が解除され，鉄筋コ
ンクリートによる近代建築の実現が可能になり，日本で最初のアルミサシュ，プレキャストコンクリート版を用
いた「日本相互銀行本店」（1951）を完成させる。「テクニカルアプローチ」と呼ばれた建築の工業化を前川は
押し進めていくことになる。そして，戦後近現代建築の名作の一つ，「神奈川県立音楽堂図書館」（1954 日本
建築学会賞）を設計競技に勝ち残り実現する。1954年には青森県立弘前中央高等学校講堂も竣工し，1955年には
ルコルビュジエのアトリエの後輩となった坂倉準三，レーモンド事務所で同僚だった吉村順三とともに国際文
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化会館（日本建築学会賞）が竣工，1956年には，福島県教育会館，1957年に岡山県庁舎と公共建築が竣工した。
4.世田谷区民会館区庁舎
世田谷区民会館区庁舎は，1957年に4者による指名設計競技が行われた。指名されたのは，日建設計，佐
藤武夫，山下壽郎，前川國男で，結果は前川國男案が選ばれた。審査員は，今井兼次，岸田日出刀，武藤清，谷
口吉郎だったと言われている。
前川國男は，世田谷区民会館及新区庁舎競技設計説明書で，「今日われわれの生活意識に最も欠けているもの
は，コンミュニチの一員しての意識だと言われ，それは又コンミュニチーを一体としての共感を呼び起こす様な
施設がないからだとも言われる。われわれは今回の課題はこの点に最大の意義を有するものと理解し，何よりも
先ず区民のコンミュニチーセンターとしての内容と建築的表現とをもつべきものと考えた。前面広場を包み込ん
だ区民会館と区庁舎との組み合はせ，区民会館の内容を一体緊密に組合はせる方針，庭園の取扱い等，更に全館
の材料，仕上げに到るまでこの精神で一貫したいものと考えている。」と記しており，モダニズム建築がそれま
での古典主義的な様式建築と異なり，市民が日常，機能的に利用する建築を目指したことが解る。それこそがル
コルビュジエから学んだことであり，以前の権威的儀式的な空間と装飾を一掃し，建築を市民の身近に引き寄せ
て具現化していった。当時の担当者は，ミド同人の田中誠，鬼頭梓，河原一郎，大沢三郎，奥村珪一であった。
当時の日本は物資も豊かでなく少ない予算でいかに区民のための会館と庁舎をつくるかに真摯に向き合い設計
が進められた。なかでも市民会館の折板構造は構造と仕上げを兼ねながら音響効果まで満足する方法として，海
外事例や福島教育会館，丹下健三（19132005）の今治公会堂（1958）等の技術の蓄積のもとで実現している。当
時の工事単価を比較すると都心の業務ビルの1/3に近いコストで区民会館区庁舎はつくられたと言われてい
る。そしてまず区民会館（B1F/2F）が1959年3月に竣工し区民の結婚式の会場となり，1960年9月に区庁舎
（B1F/5F）が竣工した。以下に世田谷区民会館区庁舎の基本的な考えをまとめる。
□区民のための建築
戦後10年，世田谷は60万人の人口をかかえ発展途上。世田谷の田畑の原風景が住宅密集の景観へ変貌してい
く。まだ豊かとは言えなかった時期に，まず区民会館を建設。ホール以外に，結婚式場や図書館が整備され区民
の憩の場に。担当の鬼頭梓が「それは ・誰のための建物か・という点から出発する。何度も言い古された言葉だ
けれども，私たちの，市民の，あるいは民衆の，という言葉は，改めてまた何度でも唱えられなくてはならない
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上：神奈川県立音楽堂内部のホワイエ部分
けやき広場を包み込むように配置された区庁舎（写真左左）と世田谷区民会館（写真右右）
だろう。それらの言葉が，本当にその実体を得て，最早あたりまえの言葉になってしまうまで。それ故私は，親
しみやすいものを創りたい，と願ったのである。」と記している。
□区民に開かれた広場
同じく鬼頭が，「一番エネルギーをつぎこみ，そして最後まで意見のまとまらなかったのが配置計画だった。」
と述べ，「前面道路から裏側の道路まで連なる広場，その中途におかれたピロティーの右に庁舎，左に区民会館
の入口という配置は，いわば，道路に囲まれた広場の一隅にホワイエ，一隅に役所のカウンターをおくといった
気持だった。」と記していることからも，この広場がこの計画の中核だったと考えられる。子供たちが遊ぶ姿が
見られるけやきで囲まれた広場は，区民の記憶の一部で，世田谷区役所区民会館の広場は現在，世田谷の地域
風景資産となっている。
□コンクリートの表現による多数の機能の充足
コンクリート打ち放しで丹念に造られた区役所区民会館は，質素でありながら美しい姿だった。そして，区
民会館の折版構造は，構造，音響，インテリアの機能を満たすだけでなく，非常にローコストで建設された。偽
物でない本物の素材によるデザインである。
□地球環境に配慮された区庁舎
奥行きが浅く自然採光，自然換気が充分に可能。中心のボイドを使った換気や庇は，現在最新の環境建築の手
本である。他方，区民がライトコートの廻りを巡り短い動線で手続きをすませる計画で，これも区民のための建
築と言える。以上のように，世田谷区民会館区庁舎は，区民のための建築＝人々のための建築をつくるという
強い意志のもとで実現した貴重な建築であり，その思いを今一度振り返り，建替か再生かの議論を深めていく必
要がある。
5.世田谷区民会館区庁舎を使い続けることは可能
世田谷は住宅地であり，住環境がすばらしいまちである。確かに庁舎を高層化し新築すれば機能は充足するが，
コストと住環境の双方が失われていく。既存の体を活用しコストを抑えて機能更新と耐震補強することは可能
であり，また庁舎周辺の住環境も保全される。よく「老朽化」という言葉を耳にするが，建築専門家ならば何階
の耐震性能が低いので耐震補強する，断熱性能が低いのでガラスを交換する，水廻りの機能上の問題がありトイ
レを更新するといった詳細な説明をすべきで，「老朽化のため建替」は，専門家でなく新しい設計と工事の受注
を目指す営業担当の語る内容と同列ではないだろうか。建物の診断とその処方箋を詳細に計画すれば新築と同様
の利便性や性能が低予算で実現することは不可能ではない。これこそが今から50年前に「区民のための建築＝
人々のための建築」と考え，可鍛に低予算に挑んだ「前川國男の考え＝コルビュジエから学んだ人々のための建
築という考え」に他ならず，それがモダニズム建築が希求してきたテーマである。
具体的には，JIA世田谷地域会と国士舘大学が作成した再生案があり，建替案の住環境に与える悪影響との
違いや，けやき広場の継承，コスト軽減が可能となっている。
再生案は現状の第一庁舎，第二庁舎とも活用する計画案で，現在の第三庁舎周辺に低層の新庁舎を増築し，第
一庁舎とブリッジ状の通路で結び機能更新する。また，けやき広場は地下に駐車場を構築し，地下でも庁舎間を
結び新たなエネルギーセンターも新設，けやき広場を防災拠点として使えるように機能更新する。地下二層の駐
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再生案配置図 濃いグレーが既存建築の改修部分である 再生案模型写真
車場は災害時の配給拠点や場合により一時的な屋内避難広場として活用も考えられよう。
6.世田谷区民会館区庁舎の価値
前川建築設計事務所は，晴海高層アパート（1958），弘前市役所（1958），京都会館（1960）等の価値の高いモダ
ニズム建築を完成させ，1961年には，大きな節目となる東京文化会館（日本建築学会賞）が竣工した。
この区民会館区庁舎は，それらの作品群の中でも，人々のための建築として質素な素材で，区民ホールの内
部やけやき広場といった豊かな空間を生みだした価値の高いモダニズム建築であり，区民の記憶とともに，文化
財として後世に継承すべき世田谷区民の大切な宝ではないのだろうか。
参考文献：松隈洋「前川國男の戦前期における建築思想の形成について」
注1：山名善之「ルコルビュジエアトリエにおける同僚たちと作品について」（生誕100年前川國男建築展図録2005年
による）
第3回 平成27年10月7日
「与謝野研究と移民文学，その他」
元，聖徳大学教授 逸見 久美
私の「与謝野研究」は二つの書簡集，評伝，全集を二回刊行している。寛と晶子には自筆日記がなかったので
書簡研究から始めた。昭和二五年早稲田大学の卒業論文に「みだれ髪と晶子の研究」三百枚を提出した。翌二六
年一一月三，四日の大正大学での「一葉晶子資料展」には若き日の鉄幹四通，晶子六通，他に堺時代の晶子書簡
も展示された。それ以前からこれらの二人の書簡を種
ねた
に当時大逆事件研究で著名だった神崎清が『恋愛古事記』
（昭231），「婦人画報」（昭2311），「若い婦人」（昭241）を発表した。その後から鉄幹，晶子をモデルにした
猥褻なエッセイ，芝居，映画，テレビが横行した。それを悲しんでか晶子の七回忌，一〇回忌を「晶子祭」と称
して与謝野門下の人達は東京在住，地方からも上京して両師の偉大な業績を世に広めようと懸命だった。私は一
回目の「晶子祭」からずっと出席し門弟方と親しくさせて頂いた。そんなことから書簡の必要性を痛感し，書簡
を集めたい思いから書簡集作成に執心するようになった。昭和四二年の秋，堺の高島屋での「与謝野晶子展」の
帰り京都の故小林天眠邸に長女の植田安也子氏を訪ねた。その時に天眠一家宛ての寛，晶子の四五九通の書簡の
あるのを知り，書簡出版への協力を頼まれた。門外不出の書簡のためコピーできず京都ヘ毎月通い，昭和五八年
六月『天眠文庫蔵 与謝野寛晶子書簡集』一巻（明35～昭15）を完結させた。二回目は昭和二〇年代後半から着手，五六
年から全国津々浦々の書簡蒐集を始め，平成一五年七月『与謝野寛晶子書簡集成』四巻（明25～昭16）を完結さ
せた。これらの書簡を論考したのが近刊の自著『与謝野寛晶子書簡をめぐる考察』（平288 風間書房）である。
評伝の一回目は明治四三年で，昭和二〇年代後半から資料探索に着手，五〇年四月『評伝与謝野鉄幹晶子』
を処女出版した。そのあと暫くして始めから全部書き直し平成一九年八月から二四年八月にかけて『新版評伝与
謝野寛晶子』三巻（明治，大正，昭和期）を完結させた。以上の編著書は八木書店刊行である。
全集の一回目は昭和五三年から五六年にかけた『与謝野晶子全集』二〇巻で講談社刊行，これは「評伝」の全
資料を提供し，寛を加えての全集を要望したが否決された。その後鉄幹の追加資料蒐集を終えて「鉄幹全集」出
版を依頼したが儘ならず，大分経て勉誠出版の社長から『鉄幹晶子全集』出版の依頼を受けたのは幸運であった。
これが二回目の全集で平成一三年五月着手，三二巻で本文を終え，三三巻から拾遺の詩，歌，散文に入り，そ
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左が高層建築への建替案，右が再生案 周辺への影響が歴然と異なる
の後は補遺，書誌，参考文献で，全四〇巻完結予定。今は三五巻の拾遺の大正昭和期短歌の作業中である。
この他に寛，晶子の九冊の歌集（詩歌集）全釈（以下「全釈」は省略）がある。それは晶子の『みだれ髪』（昭53
6）『小扇』（昭6311）『夢之華』（平67）『新みだれ髪』（平86）『舞姫』（平117）『恋衣』（平205），
鉄幹の『紫』（昭604）と寛の『鴉と雨抄評釈』（平成49）『鴉と雨全釈』（平1212）の全釈である。『みだれ
髪』は前自著の全釈への不満から，また『鴉と雨』は本文に差別語ありとの指摘からそれぞれ二回全釈している。
他に『与謝野晶子「みだれ髪」作品論集成』三巻（平911 大空社）の編纂も成した。
明治四〇年から大正一三年までの在米一八年間に残した父翁久允の移民文学についての研究は，昭和四八年二
月一四日の父の死，その直後から始めた。父晩年の『翁久允全集』一〇巻中の五巻までは父の刊行，六巻から甥
の須田満と共編で一〇巻刊行。『わが父翁久允その青少年時代』（昭536 オリジン出版センター），『在米十八年の
軌跡 翁久允と移民社会』（平1411 勉誠出版），『資料 翁久允と移民文学』【1】移植樹（平191 大空社），『夢
二と久允 二人の渡米とその明暗』（平284 風間書房），久允の年譜と書誌は須田満共編で大空社から近刊予定。
随想『女ひと筋の道 出版人の妻，研究者として』（昭565 オリジン出版センター），『回想 与謝野寛晶子研究』
（平1811 勉誠出版），『青林書院 19532013青林書院とともに』（平2611 青林書院）。歌集に『わが夢の華』（平6
10 短歌研究），『明星銀河』『明星逍遥』（平1410）『明星游子』（平224 ながらみ書房）がある。以上は編著
書だが，他に紙誌に掲載したものは昭和二〇年代から現時点に続いている。これらと以上の編著書について近刊
予定『想い出すままに』の本文の後に添えるつもりである。以上が私の研究の大略である。
第4回 平成27年12月8日
「制服と標準服女学生洋装化の二つの道」
お茶の水女子大学基幹研究院人文科学系助教 難波 知子
本発表では，お茶の水女子大学に現存する資料を中心に，以下の構成で，1930（昭和5）年に東京女子高等師
範学校附属高等女学校（現お茶大附属高。以下，附属高女）で定められた5種類の標準服を紹介した。
1）女学生服装の変遷
・東京女子高等師範学校附属高等女学校の通学服変遷の掛軸の紹介
・服装様式／服装規程の変遷
・女子学校制服の成立
2）着物から袴へ
・女子体育の振興
・服装改良／袴の採用
・章の制定と背景
3）袴から洋装へ
・洋装化の背景
・各女学校の制服制定
・東京女子高等師範学校附属高等女学校の標準服
1920年代以降，各地の女学校では洋装の制服が制定されたが，多くの場合，一つの型（デザイン）に限定する
ものであった。それに対し，附属高女では服装の型を一つに限定せず，いくつかの選択肢を示しながら，女学生
服装の洋装化を推進する服装規程を試みた。東京女子高等師範学校教授の成田順は，服装選択能力の育成や趣味
の向上のために女学校時代には服装自由であるべきと主張し，画一的な制服の制定に反対したが，こうした成田
の主張が附属高女での標準服の制定に影響を与えたと思われる。しかし実際には，成田が主張したような服装自
由とはならず，複数の選択肢を示す規程となった。それは当時，洋服が通学服として支持されつつも，どのよう
な洋服がふさわしいか，共通認識が形成されておらず，保護者から「子どもに何を着せたらよいか迷う」，「制服
を制定してほしい」という声があげられたためである。学校側は，成田の主張のような教育的観点も考慮し，一
つの型に限定しないかたちで洋服の基準を示す方針を採り，ジャンパー型2種，セーラー型1種，ワンピース型
2種の計5種類の標準服を制定した。女学校における生徒服装のあり方（洋装化）には，一つの型に限定する制
服制定（服装統一）の他に，一人ひとりに選択の余地を残す標準服（あるいは服装自由）という道もあった。しか
しこの試みはわずか2年で終わり，1932（昭和7）年にはセーラー型とジャンパー型の2種類の制服が制定され
た。当時，女学生たちの間ではセーラー服が圧倒的支持を集め，規則による画一化とは別の，流行による画一化
の現象がみられたのである。
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